
（配ぜん図） ひとくちメモ

十
月
十
一
日
（

火
）

○食事
し ょ く じ

のマナー「食事
し ょ く じ

のあいさつ」

　「チゲ」は，キムチや肉類
にくるい

，魚介類
ぎょかいるい

，豆腐等
と うふなど

をスープで煮込
に こ

んだ

朝鮮半島
ちょうせんはんとう

の鍋
なべ

料理
りょうり

の１つです。日本
にほん

では「チゲ」の後
あと

に「鍋
なべ

」と

いう漢字
か ん じ

を付
つ

けて「チゲ鍋
なべ

」と表示
ひょうじ

されることもありますが，「チ

ゲ」には鍋
なべ

料理
りょうり

という意味
い み

があるので，「鍋
なべ

」を付
つ

けると鍋
なべ

料理
りょうり

鍋
なべ

という意味
い み

になってしまうため，本来
ほんらい

は「鍋
なべ

」という漢字
か ん じ

を付
つ

け

ません。今日
き ょ う

は豆腐
と う ふ

を使
つか

ってチゲを作
つく

っているので「豆腐
と う ふ

チゲ」と

いう料理
りょうり

名
めい

になります。

十
月
　
十
日
（

月
）

スポーツの日
ひ

十
月
十
二
日
（

水
）

○豆腐
と う ふ

チゲ

　みなさんは食事
しょ くじ

を始
はじ

める前
まえ

に「いただきます。」と，食
た

べ終
お

わっ

た時
とき

に「ごちそうさま。」と，食事
しょ くじ

のあいさつをしているかと思
おも

いま

す。その食事
しょ くじ

のあいさつをしている時
とき

に気
き

になることがあります。

それは手
て

を合
あ

わせる時
とき

に出
で

る音
おと

です。勢
いきお

いよく手
て

を合
あ

わせて「パ

チン」と大
おお

きな音
おと

を立
た

てていませんか？　静
しず

かに手
て

を合
あ

わせて，心
こころ

をこめて食事
しょ くじ

のあいさつをしていきましょう。

十
月
十
四
日
（

金
）

○呉
く れ

の郷土
き ょ う ど

の味
あ じ

「城山
じ ょ うやま

煮
に

」

○きのこの日
ひ

　城山煮
じょうやまに

は，呉市
く れ し

の北側
きたがわ

の町
まち

「郷原
ごうはら

」で作
つく

られ，食
た

べられてきた

料理
りょうり

です。

　昔
むかし

，郷原
ごうはら

にある山
やま

にお城
しろ

があったことから，その山
やま

を「城山
じょうやま

」と

呼
よ

び，黒瀬
く ろ せ

川
がわ

の豊
ゆた

かな流
なが

れに育
はぐく

まれた郷原
ごうはら

では大豆
だいず

をたくさん

栽培
さいばい

していたようです。その大豆
だいず

といりこを油
あぶら

で揚
あ

げて，甘辛
あまから

く煮
に

たタレとごまをからめた料理
りょうり

を「城山
じょうやま

煮
に

」と名付
な づ

けたそうです。

十
月
十
三
日
（

木
）

　明日
あ す

１０月
がつ

１５日
にち

は「きのこの日
ひ

」です。

　きのこ類
るい

に対
たい

する正
ただ

しい知識
ち し き

の普及
ふきゅう

や，消費
しょうひ

拡大
かくだい

を図
はか

るため，日
に

本
ほん

特用
とくよう

林産
りんさん

振興会
しんこうかい

によって制定
せいてい

されたようです。　近年
きんねん

は多
おお

くの種
しゅ

類
るい

のきのこが人工的
じんこうてき

に栽培
さいばい

され，一年
いちねん

を通
とお

して出回
でまわ

っていますが，

１０月
がつ

は自生
じ せ い

しているきのこが多
おお

く採
と

れます。今回
こんかい

は「しいたけ」，「し

めじ」，「エリンギ」を使
つか

って，きのこごはんを作
つく

りました。

ミニあおりんごゼリー

ぎゅうにゅう

ミルクプリン

ロールパン（中学校）

しきがみ

ぎゅうにゅう

じょうやまに

ぎゅうにゅう

ぎゅうにゅう

あつあげの

ふくめに

おひたし

とうふチゲごはん

タッカルビ

カルちゃん

サラダ

じゃがいもの

そぼろに
ごはん

ふの

みそしる

きのこ

ごはん

こぎつねうどん（だし）

ゆでうどん




